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事例 １

小学校 第４学年○組 理科学習指導案

平成２０年○月○日（○）第○校時

指導者 教諭 ○○ ○○

男子○○名 女子○○名 計○○名在籍児童数

１ 単元名 電気のはたらき

２ 単元について

第３学年において，乾電池１個を使って，電気を通すつなぎ方や電気を通す物を調べ，電気

の回路についての学習を進めてきている。児童は，日常生活の中で，乾電池を利用した物を使

う機会が多く，乾電池は身近な物ではあるが，電池のつなぎ方や電流の強さなどに目を向ける

ことはあまりないと思われる。

本単元では，乾電池の数やつなぎ方，光電池に当てる光の強さを変えて，モーターを回した

り豆電球を点灯したりして，モーターの回り方や豆電球の明るさの変化を調べ，回路を流れる

電流をとらえることをねらいとしている。

展開に当たっては，乾電池の数やつなぎ方と光電池に当てる光の強さ，モーターの回り方や

豆電球の明るさ，回路を流れる電流の強さを関係付けて考えられるようにしていく。そして，

乾電池や光電池を使ったものづくりを通して，興味・関心をもって電気のはたらきについて追

究させていきたい。

３ 小学校での学習内容とのかかわりと，中学校での学習内容へのつながり

小学校第３学年で学習した電気を通すつなぎ方と電気を通さないつなぎ方があることを基に

して，第４学年の本単元で，乾電池の数やつなぎ方を変えると豆電球の明るさが変わることを

学習する。ここでは，乾電池の数を増やして直列つなぎでつなぐと，乾電池１個のときよりも

豆電球が明るくなることをとらえさせる。また，新しい学習指導要領では，第６学年で電気は

光，音，熱などに変えることができることを学習することになっている。さらに，中学校にお

いては，抵抗が２個の場合の直列回路や並列回路における電流や電圧に関する規則性を見いだ

させ，回路の基本的な性質を理解させるようになる。

本単元では，まず，１個の乾電池を豆電球につないだときより，２個の乾電池を直列につな

いだときの方が豆電球が明るくなることを確かめる。そして，その理由は，回路に電流を流そ

うとするはたらきが大きいからであり，この大きさが電圧であるということを学習する。小学

校段階では，乾電池の数を増やして直列つなぎでつなぐと豆電球が明るくなっていくことを，

回路を流れる電流の強さと関係付けながら，実験を通して体験的にとらえさせ，中学校での学

習につなげていきたい。

４ 単元の目標

乾電池や光電池にモーターや豆電球をつなぎ，乾電池の数やつなぎ方，光電池に当たる光の

強さや角度と，モーターの回り方や豆電球の明るさの違いを関係付けて考えることができる。

そして，見いだした問題を興味・関心をもって追究したり，もの作りをしたりする活動を通し

て，電気のはたらきについての見方や考え方をもつようにする。
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５ 評価規準

自然事象への 観察・実験の 自然事象についての

関心・意欲・態度 科学的な思考 技能・表現 知識・理解

乾電池や光電池にモ 乾電池の数やつな 乾電池や光電池にモー 乾電池の数やつな

ーターや豆電球をつな ぎ方による電気のは ターや豆電球をつなぎ， ぎ方を変えると，電

いだときの回り方や明 たらきの違いを，回 モーターの回り方や豆電 流の強さが変わり，

るさに興味・関心をも 路を流れる電流の向 球の明るさ，簡易検流計 モーターの回り方や

ち，進んで電気の強さ きや強さと関係付け を使って電流の強さなど 豆電球の明るさが変

や向きの変化を調べよ て考えることができ を調べ，記録することが わることを理解して

うとする。 る。 できる。 いる。

乾電池や光電池とモ 光電池に当たる光 光の当たる強さや当た 光電池は，光が当

ーターを使った動くお の強さや当たる角度 る角度を変えて光電池の たることによって電

もちゃに興味をもち， と電流の強さの違い はたらきや電流の強さを 流が流れ，モーター

進んで作って遊ぼうと を関係付けて考える 調べ，結果を記録するこ を回すことができる

する。 ことができる。 とができる。 ことを理解してい

る。

（１２時間扱い）６ 学習指導計画

第１次 乾電池とモーター・豆電球・・・・・７時間（本時７／７）

第２次 光電池のはたらき・・・・・・・・・２時間

第３次 作って遊ぼう・・・・・・・・・・・３時間

評価の視点と方法 ［ ］

○「おおむね満足できる」状況（Ｂ）小単元 時 学習活動 評価規準をもとにした

◎「十分満足できる」状況 （Ａ）（ ）時数 間 主な実現状況

第１次 １ ○乾電池とモータ 乾電池をモ ○乾電池にモーターをつないだとき関意態①

乾電池と ー・豆電球を使っ ーターにつないでプロ の回り方に興味をもち，プロペラを

モーター て，プロペラを回 ペラを回すことに，意 回している。

・豆電球 したり，明かりを 欲的に取り組もうとす ◎乾電池にモーターをつないだとき

（７） つけたりする。 る。 の回り方に興味をもち，乾電池の向

きと回り方の関係を調べようとして

［ ］いる。 行動観察・発言

１ ○乾電池をつなぐ 乾電池の向き ○乾電池の向きによってモーターの思考①

向きを変えて，モ と電流が流れる向きと 回る向きが変わることから，乾電池

ーターの回る向き を関係付けて考えるこ の向きと電流の向きとを関係付けて

を調べる。 とができる。 考えることができる。

◎乾電池の向きによってモーターの

回る向きが変わることから，電流に

は向きがあることを自ら見いだし，

乾電池の向きと電流の向きとを関係

付けて考えることができる。

［ ］発言・記録

２ ○乾電池を２個に 乾電池のつな ○乾電池のつなぎ方には直列つなぎと知理①
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して，プロペラが ぎ方と，プロペラの回 並列つなぎがあることが分かり，モー

速く回ったり，豆 り方や豆電球の明るさ ターの回り方や豆電球の明るさが変わ

電球が明るくつい を関係付けてとらえ， ことを理解している。

たりするつなぎ方 乾電池のつなぎ方が変 ◎乾電池のつなぎ方には直列つなぎと

を調べる。 わると，モーターの回 並列つなぎがあることが分かり，乾電

り方や豆電球の明るさ 池のつなぎ方と，モーターの回り方や

が変わることが理解で 豆電球の明るさを関係付けながら理解

［ ］きる。 している。 発言・記録

２ ○乾電池のつなぎ 検流計を正し ○乾電池のつなぎ方による電流の強技表①

方による電流の強 く使い，回路に流れる さの違いを調べ，記録することがで

さの違いを調べ， 電流の強さを調べるこ きる。

乾電池の直列つな とができる。 ◎電池のつなぎ方による電流の強さ

， ，ぎと並列つなぎに の違いを調べ 乾電池１個のときと

ついてまとめる。 直列つなぎ，並列つなぎのときとを

比べながら分かりやすく記録するこ

［ ］とができる。 行動観察・記録

乾電池が１個 ○乾電池２個を直列につなぐと，１個思考②

のときと２個直列・並 のときよりモーターが速く回ったり，

列につないだときのモ 豆電球が明るくなったりすることや，

ーターの回り方や豆電 電流が強くなることを説明したり，記

球の明るさを，電流の 録したりすることができる。

強さと関係付けて考え ◎乾電池２個を直列につないだときの

，ることができる。 モーターの回り方や豆電球の明るさを

１個のときや２個並列につないだとき

よりも回路に流れる電流が強くなるこ

とと関係付けて，説明したり記録した

［ ］りすることができる。 発言・記録

本時 １ ○乾電池が３個の 乾電池の数や ○電流の強さと豆電球の明るさを関思考③

直列つなぎと並列 つなぎ方と，豆電球の 係付けてとらえ記録している。

つなぎのときの， 明るさや回路を流れる ◎乾電池の数やつなぎ方によって豆

豆電球の明るさと 電流の強さとを関係付 電球の明るさが違うことを，電流の

電流の強さを調べ けて考えることができ 強さと関係付けて説明することがで

［ ］る。 る。 きる。 発言・記録

乾電池３個を ○乾電池３個を豆電球につないだと技表②

豆電球につなぎ，明る きの明るさや電流の強さを調べ，記

さや電流の強さを調 録することができる。

べ，記録することがで ◎乾電池３個を豆電球につないだと

きる。 きの明るさや電流の強さを調べ，乾

電池が１個や２個のときと比べて分

かりやすく記録することができる。

［ ］行動観察・記録
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第２次 １ ○乾電池の代わり 光電池は，光 ○光電池は，光を当てることによっ知理②

光電池の に光電池を使って が当たることによっ て電流が流れ，モーターを回すはた

はたらき モーターを回す。 て，モーターを回すこ らきがあることを理解している。

２ とができることが理解 ◎光電池は，光を当てることによっ（ ）

できる。 て電流が流れ，モーターを回すはた

らきがあり，乾電池と比較しながら

［ ］特徴を理解している。 発言・記録

１ ○光の当て方を変 光の当て方を ○光電池は，光の当たる角度や光の技表③

えて，モーターの 変えて光電池のはたら 強さによってモーターの回り方が違

回り方や電流の強 きを調べ，結果を記録 うことを記録することができる。

さを調べる。 することができる。 ◎光電池は，光の当たる角度や光の

強さによってモーターの回り方や電

流の強さが違うことを関係付けて分

かりやすく記録することができる。

［ ］行動観察・記録

第３次 ３ ○乾電池や光電池 乾電池や光 ○乾電池や光電池を使ったおもちゃ関意態②

作って遊 と，モーターを使 電池とモーターで動く を作り，動かして遊んでいる。

ぼう ３ った動くおもちゃ おもちゃに興味をも ◎乾電池や光電池を使ったおもちゃ（ ）

を作り，実際に動 ち，いろいろな工夫を を自分なりの工夫をして作り，進ん

かして遊ぶ。 しながら進んで作って で動かして遊んでいる。

［ ］遊ぼうとする。 行動観察・作品

（７／１２）７ 本時の学習指導

（１）目標

・乾電池の数やつなぎ方と，豆電球の明るさ，回路を流れる電流の強さを関係付けて考える

ことができる。 （科学的な思考）

・乾電池３個を豆電球につなぎ，明るさや電流の強さを調べ，記録することができる。

（観察・実験の技能・表現）

（２）展開

･ 時間指導上の留意点 ◇評価の観点

☆中学校の学習内容とのつながり学習活動 児童の活動と教師の支援

１ 提示された Ｔ：乾電池を３個つなぐと，豆電球は明るくな ・乾電池を３個つな ５

事象をもとに るでしょうか。 いでもよい豆電球

課題を把握す ・明るくなると思う。 を紹介し，実験へ

る。 ・直列つなぎにすると明るくなるよ。 の意欲を高める。

○前に学習した直列つなぎと並列つなぎを思い ・直列つなぎと並列

出させる。 つなぎを図で提示

する。

３このかん電池を直列つなぎやへい列つなぎにすると，豆電球の

明るさや電流の強さはどう変わるでしょうか。

２ 乾電池の数 Ｔ：豆電球の明るさや電流の強さはどう変わる ＜つなぎ方＞ ５



- 5 -

やつなぎ方を か予想してみましょう。 ・１個つなぎ

変えると豆電 ・３個の直列つなぎは明るくなると思う。 ・２個直列つなぎ

球の明るさや ・並列つなぎは変わらないかな。 ・３個直列つなぎ

電流の強さは ○乾電池のつなぎ方が分かりやすいように，学 ・２個並列つなぎ

どう変わるか 習カードに図で示しておく。 ・３個並列つなぎ

予想する。

３ 乾電池を豆 Ｔ：明るさや電流の強さがどう変わるか調べて ・実験をしながら， １８

電球につない みましょう。 明るさと電流の強

で，明るさや ・直列つなぎはすごく明るくなったよ。 さを｢ ｣学習カード

電流の強さを ・並列つなぎはやっぱり変わらないね。 (次ページ参照)に

調べて記録す ○検流計の使い方を確認し，正しく使えるよう 記録させる。

（技能・表現）る。 にする。 ◇評価

○乾電池のつなぎ方を変えやすいように，みの 乾電池３個を豆電球

虫クリップをつないだ導線や豆電球を準備・ につなぎ，明るさや

製作しておく。 電流の強さを調べ，

○実験が終わったら，自分の予想と比べ，気付 記録することができ

〔行動観察・記録〕いたことを学習カードに記入する。 る。

☆豆電球などの抵抗

の直列つなぎと並列

つなぎ

４ 実験の結果 Ｔ：気付いたことを発表して下さい。 ◇評価 １０（科学的な思考）

や，気付いた ・乾電池３個の直列つなぎは，とても明るか 乾電池の数やつなぎ

ことを発表す ったし，電流も強かったです。 方と，豆電球の明る

る。 ・乾電池３個の並列つなぎは，乾電池１個の さ，回路を流れる電

時と明るさも電流の強さも同じくらいです 流の強さを関係付け。

○実験結果が分かりやすいように，図や表を使 て考えることができ

〔発言・記録〕って黒板にまとめていく。 る。

○直列つなぎにすると，乾電池の数を増やすほ ☆乾電池を直列につ

ど，電流の強さが強くなるので，豆電球の明 なぐと豆電球が明る

るさが明るくなっていくことに気付かせる。 くなるのは，回路に

○乾電池１個のときと，２個，３個の並列つな 電流を流そうとする

ぎでは，回路を流れる電流や豆電球の明るさ はたらき（電圧）が

は変わらないことにも気付かせる。 大きいこと

５ 今日学習し Ｔ：今日学習したことをまとめてみましょう。 ７

たことをまと 直列つなぎは，かん電池の数をふやすと，豆電球の明るさは明るく

める。 なります。電流の強さも強くなります。

へい列つなぎは，かん電池の数を増やしても，豆電球の明るさは変

わりません。電流の強さも変わりません。

○乾電池４個を直列つなぎでつないだときの豆 ・乾電池を４個つな

電球の明るさを予想させ，実際に明るくなる いでもよい豆電球

様子を見せてまとめる。 であることを伝え

る。
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８ 資料「学習カード」
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９ 成果と課題

[ ]成果

○ ２個の乾電池を直列つなぎや並列つなぎにしたときの，豆電球の明るさや電流の強さを調

べた後に，乾電池３個の直列つなぎと並列つなぎについて調べるという発展的な内容として

取り入れた。

○ 今まで２個の乾電池しかつないだことがない児童にとって，３個の乾電池をつないでみる

今回の実験は非常に興味深く，意欲的に学習に取り組むことができた。

○ ２個の乾電池をつないだときの豆電球の明るさの変化を理解してきた児童にとって，乾電

池３個の直列つなぎはもっと豆電球が明るくなるという予想がついたが，乾電池３個の並列

つなぎのときも乾電池１個の時よりは豆電球が明るくなるのではないかという考えもあっ

た。今回の実験で予想を立て，その予想と実験の結果を比べさせることを通して 「直列つ，

なぎは，乾電池の数を増やすと豆電球の明るさは明るくなる 」が 「並列つなぎは，乾電。 ，

池の数を増やしても豆電球の明るさは変わらない 」という科学的な見方や考え方を感動的。

にとらえさせることができた。

○ 実験がしやすい実験器具や，実験結果を分かりやすくまとめる掲示物，学習内容を分かり

やすく振り返る実物提示など，教材教具を工夫することで，児童が実験に取り組みやすく，

学習内容を理解しやすくすることができた。

[ ]課題

・ 乾電池の直列つなぎと並列つなぎを繰り返し扱うことで，中学校で扱う豆電球などの抵抗

の直列つなぎと並列つなぎに生かすことができると思う。さらに，乾電池の数やつなぎ方と

，「 ，豆電球の明るさを関係付けながら印象的にとらえさせることで 豆電球が明るくなるのは

回路の電流を流そうとするはたらき（電圧）が大きくなるからである 」という中学校での。

学習内容につなげていきたい。

・ 実験を通して気付いたことを自分なりの言葉でまとめたり発表したりする学習活動をより

充実させることで，児童の思考力・表現力をさらに高めていけるように，授業改善に取り組

んでいきたい。


